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【目的】4-Hydroxyderricin (4HD)と xanthoangelol (XAG)はアシタバに含まれる

カルコンであり，多様な機能性を有する．本研究室での先行研究により，4HD と

XAGは筋肉細胞において高血糖予防の標的の一つである glucose transporter 

4 (GLUT4)の細胞膜移行を介したグルコースの取り込みを促進することとアシタ

バ抽出物はマウスにおいて糖負荷後の高血糖を抑制することとが明らかになっ

ているが，その作用機構は明らかではない．そこで本研究では，4HDとXAGに

よる高血糖抑制効果の検証と GLUT4 の細胞膜移行の作用機序解明を試みた．

【方法】ICRマウスにアシタバ抽出物，4HD あるいは XAG を経口投与し経口糖

負荷試験 (OGTT)を行った．また，投与後 90 分でと殺し筋肉組織を摘出した．

一方，L6筋管細胞に 4HDあるいは XAGを作用させ，グルコースの取り込みを

2-デオキシグルコースを用いて酵素法で評価した．GLUT4 の細胞膜移行は，

GLUT4 に myc tag を付けた L6 細胞を用いて ELISA により評価した．GLUT4

の膜移行に関わるシグナル経路のタンパク質はウェスタンブロットで解析した．

また，GLP-1 分泌を腸内分泌細胞株である STC-1 細胞を用いて検討した．【結

果】OGTTの結果から，アシタバ抽出物だけでなく 4HDとXAGも糖負荷後の高

血糖を有意に抑制した．また，L6 細胞における 4HD と XAG によるグルコース

の取り込みの促進効果と GLUT4 の膜移行の促進を確認した上で，GLUT4 の

膜移行シグナル経路を検討した．その結果4HDとXAGの15分間作用で JAK2

とAMPKのリン酸化が確認された．しかし，インスリン経路のAktやAS160には

変化がなかった．siRNAを用いて AMPKをノックダウンすると 4HD と XAGによ

るグルコース取り込みがキャンセルされたが，JAK2 をノックダウンしても変化は

なかった．一方で，4HD とXAGは STC-1細胞においてＧLP-1分泌を増加させ，

アシタバ抽出物や 4HDを投与したマウスの筋肉組織において PI3Kのリン酸化

がみられた．これより，4HD と XAG は筋肉細胞で，主に AMPK 経路の活性化

を介して GLUT4 の膜移行とグルコースの取り込みを促進させることが示唆され

た．またマウスではＧLP-1分泌も高血糖予防に寄与することが示唆された． 

アシタバカルコンによる高血糖予防効果と作用機序解明 
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